
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

第1弾 イノベSDGsミートアップ (2019年12月2日)
第2弾 イノベSDGsミートアップ (2020年 2月4日)

主催:滝沢市
企画:滝沢市地域おこし協力隊員
共催:岩手県立大学／いわてSDGsカフェ実行委員

（構成:環境パートナーシップいわて／杜陵高速印刷株式会社／リコージャパン株式会社岩手支社）

 参加者概要、滝沢市の市⾧はじめ、イノベ入居企業、滝沢市と近隣の企業、学生、行政など約60名。
 岩手県立大学総合政策部 渋谷晃太郎教授（カードゲーム「SDGs2030」公認ファシリテータ）
 リコージャパン岩手支社 2019年5月岩手県と包括連携協定締結(持続可能な地域社会づくりを目的）
 杜陵高速印刷株式会社 「再エネ100宣言 Re Action」を県内企業初で宣言。

【効果】
イノベ入居企業の6社がSDGs貢献に向けて取組みを開始。
イベント後、イノベのホームページにSDGsの取組みを掲載、
県内外からの問い合わせが増えた。

【継続中の取組み・方向性】
・滝沢市企業振興課としても、今後SDGsの取組み促進ため
イベントを継続的に開催予定。
・参加企業から更に具体的なお話しを聴きたいとの要望もあり、
“企業版いわてSDGsカフェ”にお越し頂く企業も出てきた。
今後SDGsを通じて県内企業間での連携の期待が高まってきた。

1. 団体名 環境パートナーシップいわて
リコージャパン株式会社

2. 連携先
の団体 岩手県滝沢市

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:042

モデル性・波及性

・「いわてSDGsカフェ」は、
実行委員が連携運営することで、各々の強
みを生かせている。
・発展性としては、既に企業版、地域版のカ
フェが分科会的に派生。コロナ渦でオンライン
でも開催し他県からもヒアリングされ同様なモ
デルも出来てきている。

3. 取組
目的

滝沢市内事業者やイノベーションセンター・パーク(以下イノベ)に入居・立地の企業が
SDGs活動の実践や取り組みに向けた足がかりとしたい。また、新たな価値を付加させ企
業誘致・立地へ繋げたい…の思いを受けてSDGsの普及推進で連携した取組み。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期

2019年12月
～スタート

取組の
カテゴリー 産業振興・企業誘致イノベSDGsミートアップ ”いわてSDGsカフェ”との連携

地方創生SDGsの視点

・企業誘致に伴う雇用の確保
・SDGsを理解した企業が自社で取組みを開
始。その発信を通じて学生等と対話が進んで
いる。(若者の県内就職、起業)

ステークホルダーとの連携

・「いわてSDGsカフェ」は、
NPO、大学、企業連携で2019年7月始動。
参加者は、NPO、議員、行政、教員、企業、
主婦、学生など幅広い年齢層に渡る。
・本事例は、自治体の要請にお応えするカタ
チで、いわてSDGsカフェのメンバーが連携で
地域企業振興に寄与。



自由記述欄

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

イノベSDGsミートアップ

環境パートナーシップいわて
岩手県環境保全連絡協議会

・ステークホルダーとの連携体制図

・2030年までに目指すべきゴールイメージやありたい姿

➣元気な滝沢市企業! 元気な岩手県をイメージ!
地域課題を地域の企業が連携して持続的に解決している。
地域循環の共生がなされ、全ての人がイキイキとしている。
起こりうる様々な問題を、協力し、しなやかに解決できる地域が醸成されている。

杜陵高速印刷株式会社
リコージャパン株式会社 岩手支社

企業

NPO

地域版
カフェ

大学
企業版
カフェ

オンラインベンチマークや、ヒアリング増加。

カフェは、
実行委員で構成

おひる版
カフェ

コロナ渦でオンライン開催…他県からも参加。

参加者の声を受けて…
分科会的に派生

・取組に関連するホームページのURL 等
➣ いわてSDGsカフェ本事例レポート facebook:https://www.facebook.com/sdgsiwate/posts/454038572185037
➣ インベーションセンター・パークのSDGsに係る取り組み →:https://www.tiic.jp/initiatives/sdgs/
➣ いわてSDGsカフェ サイト →:http://www.iwate-eco.jp/join/sdgscafe.html
➣ いわてSDGsカフェ facebook →:https://www.facebook.com/sdgsiwate/
※ （一財）岩手経済研究所 機関誌「岩手経済研究（2020/06）」 岩手県内のSDGsの状況について詳細にレポート。いわてSDGsカフェも掲載。

→:https://www.iwatekeizai.org/files/research/2020/sp-inquiry_202006.pdf

公立大学法人

岩手県立大学
Iwate Prefectural University

・連携先の団体からのコメント

滝沢市地域おこし協力隊員コメント
➣企業がSDGsに取り組む際、自社への落とし込みのイメージがしにくく「モヤモヤ」するというお話を良く伺っていました。そういった中でSDGsを学ぶに連れ「ありたい姿を描
き、あるべき姿を想像するならば、今何をすべきかが見えてくる。」という、バックキャスティングの考えが大切だと伺い、考える場の必要性や大切さを実感した次第です。開催
を通じて、市内事業者の方々やイノベーションセンター入居企業の方々とSDGsで交流することが出来、個々が考えるきっかけを作れたのではないかと感じています。今年
度はコロナ禍という事もあり、昨年のような形式で行うことは難しいですが、今後も継続して続けていきたいと思います。

参加企業がSDGs貢献に向けて取組み開始

。
。


